
���

˗
˗
˗
˗
ɹ

ɹ࣍
ɹ
˗
˗
˗
˗

˔
̍
ϖ
ồ
δ
ɹ

・
̕
݄
ఆ
ྫ
会
ͷ
֓
ཁ

・
̕
݄
ఆ
ྫ
会
ͷ

ද
࣭


・

ւ
ಓ
・
東


県
ٞ
会
ٞ
員

ݚ
ڀ
ަ
ྲྀ
େ
会
ͷ
։
࠵

・
࠾

͠
ͨ

ئ
ỏ
Մ
ܾ
͠
ͨ
ҙ

ݟ
ॻ

˔
̎
ϖ
ồ
δ

・
̕
݄
ఆ
ྫ
会
ͷ
Ұ
ൠ
࣭


・
༧
ࢉ
特
別
委
員
会
ͷ
࣭
ٙ

༰

・
ए
ऀ

͚

ใ
ࢴ
ủ
県
ٞ
会
φ

Ϗ
ୈ
̏
߸
Ứ
ͷ
ൃ
ߦ

・
ٞ

ԋ

会
ͱ
ٞ
会
ݟ
学
会
ͷ

։
࠵

˔
̏
ϖ
ồ
δ

・
༧
ࢉ
特
別
委
員
会
ͷ
࣭
ٙ

༰

・
ٶ

県
ٞ
会
・
山
形
県
ٞ
会
ަ

ྲྀ
ٞ
員
࿈
ໍ
ͷ
׆
ಈ
ใ
ࠂ

˔
̐
ϖ
ồ
δ

・

ল
ͱ
ͷ
ҙ
ݟ
ަ

会
ͷ
։
࠵

・
ੜ
ె
・
学
ੜ
ͱ
ͷ
ҙ
ݟ
ަ

会

ͷ
։
࠵

・
特
別
委
員
会
ͷ
ݚ
म
会
ͷ
։
࠵

・
׆
ಈ
ஂ
ମ
等
ͱ
ͷ
ҙ
ݟ
ަ

会

ͷ
։
࠵

　
「
県
議
会
や
ま
が
た
」第
�3
号
は
、 

９
月
定
例
会
の
内
容
を
中
心
に
、

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
の
議
会

活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

̕
݄
ఆ
ྫ
会
の
֓
ཁ

　

９
月
�1
日
か
ら
10
月
1�
日
ま
で

の
��
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

本
会
議
で
自
由
民
主
党
、
県
政
ク

ラ
ブ
に
よ
る
代
表
質
問
、
３
名
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
、

さ
ら
に
予
算
特
別
委
員
会
で
８
名

の
委
員
に
よ
る
質
疑
や
常
任
委
員

会
で
の
審
査
を
経
た
う
え
で
、
平

成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
、知
事
提
出
の
3�
議
案
を
同
意・

可
決
し
ま
し
た
。

請
願
は
５
件
上
程
さ
れ
、
３
件 

が
採
択
、
２
件
が
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

意
見
書
は
２
件
発
議
さ
れ
、
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
、
関
係
す
る

府
省
等
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。


ද
質

͔
Β
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路
Ԇ

に
対
す
る
ߟ
え
方

　
フ
ル
規
格
新
幹
線
の
実
現
と

並
行
し
、
山
形
・
庄
内
の
両
空
港

の
滑
走
路
延
長
に
取
り
組
む
の
か
。

　
両
空
港
は
、
遠
距
離
用
の
航

空
機
で
は
滑
走
路
の
長
さ
が
足
り

な
い
等
の
理
由
で
航
空
会
社
か
ら

運
航
を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、 

東
北
の
他
空
港
と
比
べ
、
国
際

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
実
績
に
大
き
な

差
が
生
じ
て
い
る
。
や
ま
が
た
創

生
の
実
現
に
向
け
、
多
様
で
重
層

的
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
フ
ル
規
格
新
幹
線
の

実
現
と
空
港
の
滑
走
路
延
長
は
、

い
ず
れ
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
並
行
し
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

産
学

࿈
ܞ
の
取
組
み

　
先
端
技
術
の
事
業
化
は
企
業

単
独
で
は
困
難
で
あ
り
、
産
学
官

連
携
の
取
組
み
が
不
可
欠
と
考
え

る
が
、
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　
現
在
、
産
業
技
術
振
興
機
構

と
庄
内
地
域
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

大
学
の
研
究
者
、
企
業
、
支
援
機

関
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
事

業
の
進
捗
に
応
じ
て
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
情
報
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
等
を

図
る
こ
と
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
、
数
多
く

の
産
学
官
連
携
を
生
み
出
し
、
事

業
化
の
取
組
み
を
さ
ら
に
促
進
さ

せ
て
い
く
。

本
県
に
お
け
る
ス
Ϛ
ー
τ
農
業
の

ී
及
促
進

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

等
の
先
進
技
術
を
用
い
た
ス
マ
ー

ト
農
業
の
実
証
成
果
と
普
及
推
進

に
向
け
た
今
後
の
具
体
的
な
取
組

み
は
ど
う
か
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
モ
デ
ル
ほ

場
で
の
実
証
を
行
っ
て
お
り
、
遠

方
に
い
て
も
水
田
の
水
管
理
を
失

敗
し
な
い
な
ど
の
期
待
の
声
が
生

産
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今

後
、
設
置
機
器
の
耐
久
性
等
を
評

価
し
、
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
労
働

時
間
や
人
員
の
削
減
、
商
品
収
量

の
増
加
な
ど
費
用
対
効
果
を
検
証

し
て
い
く
。
ま
た
、
実
証
成
果
や

優
良
事
例
、
最
新
の
技
術
情
報
の

提
供
等
に
取
り
組
み
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
拡
大
を
推
進
し
て
い

く
。

クϥϒݝ
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ใ
公
開・ఏ
ڙ
の
検
証
ỏݟ

͠

　

情
報
公
開
・
提
供
の
検
証
、

見
直
し
第
三
者
委
員
会
の
最
終
報

告
を
受
け
、
今
後
、
県
政
運
営
の

透
明
性
の
確
保
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
第
三
者
委
員
会
で
は
、
情
報

公
開
条
例
の
不
開
示
情
報
に
関
す

る
規
定
の
整
理
や
具
体
化
、
公
文

書
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
、
事
故
・
事
件
や
災
害
等
発
生

時
の
公
表
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
な
ど

の
改
善
案
が
提
示
さ
れ
た
。
今
後

は
、
最
終
報
告
を
踏
ま
え
て
取
組

計
画
を
作
成
し
、
必
要
な
見
直
し

を
年
内
に
行
う
と
と
も
に
、
公
文

書
の
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
平
成
31
年
２
月
議
会
へ
の
提

案
を
目
指
し
て
検
討
を
進
め
る
。

ਫ
道
事
業
の
広
域
化
の
取
組
み

　
水
道
水
を
安
定
的
か
つ
低
価

格
で
県
民
に
供
給
し
続
け
る
た
め
、 

水
道
事
業
の
広
域
化
を
早
急
に
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
本
県
の
給
水
人
口
や
給
水
量

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
経
営
は
厳

し
さ
を
増
す
と
予
想
さ
れ
、
経
営

基
盤
強
化
の
一
施
策
と
し
て
、
広

域
連
携
を
検
討
し
て
い
る
。
広
域

連
携
に
は
各
事
業
者
の
合
意
形
成

が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
関
係
者
と

地
域
課
題
の
研
究
や
検
討
を
積
み

重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
庄
内
地
域

で
経
営
面
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
連
携
の
効
果
等
を
整
理
す

る
調
査
を
進
め
て
お
り
、
他
地
域

で
も
共
有
し
、
経
営
基
盤
強
化
の

取
組
み
を
促
進
し
て
い
く
。

自
ࡴ
対
策
の
今
後
の
施
策
展
開

　
自
殺
防
止
に
向
け
、
相
談
窓

口
の
在
り
方
や
、
一
人
ひ
と
り
違

う
悩
み
に
ど
う
寄
り
添
い
、
自
殺

対
策
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
自
殺
は
、
様
々
な
問
題
が
複

雑
に
関
係
し
て
い
る
た
め
、
相
談

支
援
の
経
過
等
を
関
係
機
関
の
窓

口
で
情
報
共
有
し
、
支
援
に
当
た

っ
て
い
る
。
ま
た
、
相
談
窓
口
と

の
距
離
を
縮
め
る
た
め
、
地
域
や

職
場
等
で
悩
み
に
気
づ
き
、
声
を

か
け
る
「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
30
年
度
か
ら
米
沢
市
で
、
複

数
の
相
談
窓
口
が
共
通
シ
ー
ト
で

情
報
を
共
有
し
、
継
続
支
援
に
つ

な
げ
る
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
成
果
を
県
全
体
へ
波
及

さ
せ
て
い
く
。

ւಓ・౦県ٞ会ٞ員研ڀ交ྲྀେ会を開催
　̔月31日に、山形市内で、北ւಓ・東北県議会議
員研究交流大会を開催しました。
　本大会は、֤地域の策課題の報ٴͼ意見交換
を௨͡て議員の研ᮎを図り、֤議会の活性化と活ྗあ
る地域ͮ͘りにد༩する͜とをతに、毎年開催され
ています。
　今回は、ܚጯٛक़大学ઌੜ໋科学研究ॴのాউ
ॴ長にΑる「地ํ͔Β創るニοϙンの未来」と題した
講演の後、̏分科会で֤ಓ県のݱঢ়課題につい
て、活発な意見交換を行いました。 ࢠԋͷ༷ߨௐج

ୈ̍Պձͷ༷ࢠ ୈ̎Պձͷ༷ࢠ ୈ̏Պձͷ༷ࢠ

県議会やまがた
9月定例会号 ୈ2�߸ʗฏ��年（2�1�年）11月発行（年４回発行）
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採
択
し
た
請
願

˔
ࢲ
学
ڭ
ҭ
ͷ
ࢧ
ԉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

˔
༮
ࣇ
ڭ
ҭ
ແ
ঈ
化
ͷ
ԁ

ͳ
࣮
ࢪ
ỏ
ࢲ
ཱ
高
等
学
校
等
ͷ
त
業
ྉ

࣮
࣭
ແ
ঈ
化
ͷ
ಋ
ೖ
等
ެ
ࢲ
ؒ
֨
ࠩ
ͷ
ੋ
ਖ਼
ỏ
ઐ
म
学
校
ʹ
͓
͚

Δ
ए
ऀ
ఆ
ண
ଅ
ਐ
ʹ

Δ
ࣄ
業

ͷ
ࢧ
ԉ
ฒ
ͼ
ʹ

ظ
େ
学
ੜ
ٴ

ͼ
ઐ
म
学
校
ੜ
ʹ
対
͢
Δ
ब
学
ࢧ
ԉ
ા
ஔ
ͷ
֦
ॆ
Λ
ٻ
Ί
Δ
ҙ
ݟ

ॻ
ͷ
ఏ
ग़
ʹ
ͭ
͍
ͯ

˔
̎
̌
̍
̕


県
༧
ࢉ
ʹ
͓
͚
Δ
ࢲ
学
ॿ

ؔ

༧
ࢉ
ͷ
֦
ॆ
ʹ

ͭ
͍
ͯ

可
決
し
た
意
見
書

˔
ࢲ
学
ॿ

ͷ
ॆ
࣮
強
化
等
Λ
ٻ
Ί
Δ
ҙ
ݟ
ॻ

˔
ܹ
ਙ
化
͢
Δ
߽
Ӎ
ࡂ

Λ
౿
·
͑
ͨ
対
策
ͷ
強
化
等
Λ
ٻ
Ί
Δ
ҙ

ݟ
ॻ



Ұ
ൠ
質

͔
Β

ࣗ༝ຽओౘ
Ճլ　ਖ਼ 議һ
ʢඌՖࢢ・ଜ܊ࢁબ۠ڍʣ

本
県
の
地
域
医
療
の
特
徴
と
課
題

を
踏
ま
え
た
将
来
展
望

河
川
災
害
及
び
土
砂
災
害
へ
の 

対
応

　
今
夏
の
豪
雨
災
害
を
受
け
て

今
後
の
河
川
事
業
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。
ま
た
、
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
を
受
け
ら

れ
な
い
区
域
に
お
い
て
も
土
砂
災

害
へ
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
再
度
災
害
の
防
止
に
向
け
て

河
川
改
修
、
河
川
流
下
能
力
向
上

対
策
事
業
の
前
倒
し
、
洪
水
時
の

観
測
に
特
化
し
た
水
位
計
の
増
設

等
を
進
め
、
住
民
の
確
実
な
避
難

に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
を
受

け
ら
れ
な
い
区
域
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
が
実
施
し
、
県
経
由
で
国

庫
補
助
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
交

付
要
綱
の
制
定
に
取
り
組
む
。

本
県
の
地
域
医
療
の
特
徴
と
課
題

を
踏
ま
え
た
将
来
展
望

山
形
県
雪
に
関
す
る
条
例（
仮
称
）

の
制
定

　
条
例
を
制
定
す
る
意
義
を
ど

う
考
え
、
制
定
を
契
機
と
し
た
今

後
の
雪
対
策
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

　
条
例
の
制
定
は
、
雪
に
対
す

る
県
の
姿
勢
の
明
確
化
、
雪
に
関

す
る
取
組
み
へ
の
県
民
、
市
町
村

等
の
参
画
や
協
働
の
推
進
、
雪
に

関
す
る
施
策
の
充
実
が
図
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
制
定
を
機
に
、

道
路
の
除
排
雪
に
加
え
、
円
滑
な

公
共
交
通
の
確
保
や
電
力
・
通
信

の
障
害
防
止
な
ど
の
雪
に
強
い
県

づ
く
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

継
続
・
安
定
的
な
除
排
雪
の
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

雪
の
利
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

クϥϒݝ
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本
県
の
地
域
医
療
の
特
徴
と
課
題

を
踏
ま
え
た
将
来
展
望

国
道
２
８
７
号
の
道
路
中
期
計
画

等
に
お
け
る
位
置
付
け

　
置
賜
地
域
に
お
け
る
国
道
２

８
７
号
に
つ
い
て
、
次
期
道
路
中

期
計
画
に
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
。

ま
た
、
重
要
物
流
道
路
の
指
定
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
同
路
線
は
、
梨
郷
道
路
と
公

立
置
賜
総
合
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
次
期
計
画
の
施
策
「
広
域

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
追

加
Ｉ
Ｃ
及
び
Ｉ
Ｃ
や
拠
点
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促
進
」
に
位

置
付
け
て
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
梨
郷
道
路
か
ら
主
要
な
拠

点
ま
で
の
区
間
が
重
要
物
流
道
路

に
選
定
さ
れ
る
よ
う
、
新
広
域
道

路
交
通
計
画
へ
の
位
置
付
け
に
向

け
て
、
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

県
立
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備

　
県
立
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
整

備
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
、
特
別
支
援
学
校

で
は
順
次
設
置
を
進
め
、
高
等
学

校
で
は
校
舎
の
新
改
築
等
の
機
会

に
設
置
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今

夏
の
厳
し
い
暑
さ
を
踏
ま
え
、
特

別
支
援
学
校
で
の
早
期
の
完
了
を

目
指
し
優
先
的
に
設
置
を
進
め
る

と
と
も
に
、
高
等
学
校
に
お
い
て

従
来
の
考
え
方
を
見
直
し
て
普
通

教
室
等
へ
の
設
置
を
進
め
る
方
針

と
し
て
検
討
に
着
手
し
た
。
財
源

が
限
ら
れ
る
中
、
耐
震
対
策
な
ど

施
設
整
備
全
体
の
優
先
順
位
を
見

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
計
画
的
な
設
置
が
図
ら
れ

る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ࣗ༝ຽओౘ
ా　　ኍ 議һ
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循
環
型
産
業
の
振
興

　
循
環
型
産
業
の
振
興
に
向
け
、

今
後
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
産
業
廃
棄
物
税
を
活
用
し
、

企
業
の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発

や
施
設
整
備
へ
の
補
助
、
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
の
普
及
な
ど
の
支
援
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、

大
学
等
と
連
携
し
、
技
術
開
発
や

量
産
化
に
向
け
た
施
設
整
備
へ
の

支
援
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
販
路

開
拓
の
推
進
な
ど
段
階
に
応
じ
て

支
援
し
、
企
業
の
事
業
参
入
や
事

業
拡
大
を
促
進
し
て
い
く
。
さ
ら

に
、
企
業
の
課
題
解
決
に
向
け
た

個
別
相
談
や
中
国
の
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
輸
入
禁
止
措
置
な
ど
の
喫

緊
の
課
題
に
対
す
る
取
組
み
も
進

め
て
い
く
。

新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

（
Ｄ
Ｃ
）
の
展
開

　
今
回
の
Ｄ
Ｃ
の
特
徴
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
Ｄ
Ｃ
の

効
果
を
全
県
下
に
波
及
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
本
Ｄ
Ｃ
で
は
、
庄
内
地
域
の

多
様
な
歴
史
・
文
化
や
多
彩
な
食

文
化
を
フ
ル
に
活
用
し
、
庄
内
な

ら
で
は
の
特
別
な
体
験
を
準
備
し
、

食
を
軸
に
し
た
滞
在
交
流
型
観
光

を
目
指
す
。
Ｄ
Ｃ
の
効
果
を
全
県

に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
庄
内
と
内

陸
を
結
ぶ
山
形
の
食
を
楽
し
む
観

光
バ
ス
の
運
行
や
、
県
内
の
食
や

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
と
め
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
地
域
ご
と

の
特
色
あ
る
食
文
化
を
発
信
す
る

な
ど
、
旅
行
者
に
県
内
を
周
遊
し

て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

予
算
特
別
委
員
会
の

質
疑
内
容

ࣗ༝ຽओౘ
ࣲా　ਖ਼ਓ 議һ
ʢೆཅࢢબ۠ڍʣ

市
町
村
の
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

策
定
へ
の
県
の
支
援

　
市
町
村
に
お
け
る
災
害
廃
棄

物
処
理
計
画
の
早
期
策
定
に
向
け

た
今
後
の
支
援
は
ど
う
か
。

　
災
害
廃
棄
物
処
理
に
精
通
し

た
環
境
省
の
担
当
者
等
を
講
師
と

し
た
研
修
会
の
開
催
や
他
県
の
先

行
事
例
を
情
報
提
供
す
る
な
ど
、

市
町
村
が
実
際
に
計
画
を
策
定
す

る
際
に
必
要
と
な
る
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
さ
ら
に
、
仮
置
場
候
補

地
の
選
定
な
ど
の
初
動
対
応
を
疑

似
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
計

画
が
早
期
に
策
定
さ
れ
、
災
害
に

備
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

山
形
県
身
体
障
が
い
者
等
用
駐
車

施
設
利
用
証
制
度

　
子
育
て
環
境
へ
の
配
慮
の
観

点
か
ら
も
同
制
度
の
周
知
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
状

及
び
今
後
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

　
制
度
開
始
か
ら
10
年
が
経
過

し
累
計
交
付
数
は
３
万
枚
を
超
え
、

利
便
性
の
向
上
も
図
ら
れ
る
な
ど
、

制
度
が
定
着
し
て
き
て
い
る
。
一

方
で
、
駐
車
施
設
の
拡
大
や
制
度

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
あ
り
、
利
用
者
、
協
力
施

設
、
障
が
い
者
・
子
育
て
関
係
団

体
等
か
ら
意
見
を
聴
き
な
が
ら
今

後
と
も
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制

度
に
し
て
い
く
。

クϥϒݝ
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県
立
図
書
館
の
今
後
の
管
理
運
営

　
平
成
31
年
度
中
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定
の
県
立
図
書

館
に
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
蔵
書
の
構
築
や
郷
土
資
料
の

収
集
・
保
存
等
は
、
県
が
直
接
関

与
す
べ
き
業
務
で
あ
る
。
一
方
、

図
書
資
料
の
貸
出
、
企
画
展
示
や

総
合
案
内
等
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
資
す
る
業
務
は
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
が
効
果
的
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
機
に
、
業
務
の
一
部
に
指
定

管
理
者
制
度
を
新
た
に
導
入
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

ࣗ༝ຽओౘ
ాᖒ　৳Ұ 議һ
ʢ౦ా܊બ۠ڍʣ

県
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の 

向
上

　
県
際
収
支
の
改
善
に
向
け
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）

の
活
用
な
ど
、
県
内
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
を
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ

て
い
く
の
か
。

　
県
内
企
業
等
に
限
定
し
た
利

子
補
助
制
度
の
整
備
や
中
小
水
力

発
電
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催

し
、
県
内
事
業
者
に
よ
る
再
エ
ネ

関
連
事
業
の
拡
大
や
新
規
参
入
を

促
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
取
組
み
を

　県議会では、ߍߴੜをத৺としたएऀに、県議会を
ۙに͡ײてڵຯを࣋ってΒ͏ため、एऀけ広報
。を年̍回発行して͓ります「県議会φϏ」ࢴ
　ฤूにたっては、एऀのײ性を活͔した内༰とす
るため、県議会と連携ڠఆをక݁している山形大学の
学ੜのօさΜ͔Βྗڠいただいています。
　͜のたͼ、ୈ̏߸を10月に発行し、県内のߍߴ・
大学にした΄͔県議会ϗーϜϖーδでެ開し
ていますので、ͥͻ͝ཡ͘ださい。

ΠϯλϏϡーٞాࢤ

एऀ͚ใࢴ
ʮ県ٞ会φϏୈ̏߸ʯをൃߦ

ٞձͷ֓ཁઆ໌ͷ༷ࢠ ֶٞݟͷ༷ࢠ ٞԋձͷ༷ࢠ

　10月４日（）、県議会議事ಊを会に、議演会と議会見学会を開催しました。
　͜の取組Έは、県ຽのօさΜに県議会にをӡΜでいただき、ۙに͡ײていただ͘͜
とをతとして平成�8年͔Β行って͓り、今年で̏回の開催となります。
　日は、80ਓの県ຽのօさΜがࢀՃして、༧ࢉಛผҕ員会のௌを行い、県議会の
、組Έׂについての説明を受け、議の見学を行いました。その後、కめ͘͘りとして
議に͓いて山形交ஂָڹにΑるָݭ߹をؑしました。
وのதで演をௌ͘͜とができて大มؾՃしたօさΜ͔Βは、「が引きకまるงғࢀ　
ॏな࣌間をա͝す͜とができた」、「議のݱのۭؾを͡ײ、県議会がܾしてଞਓ事
にしていいのではない͜とを࣮ײした」、「県ຽにしまれる議会として͜のΑ͏なػ会
に今後ظしたい」といったײ想がͤدΒれました。

ٞԋ会とٞ会見ֶ会を開催しました

30 35 40 45 50 55（％） （％）
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天童高等学校での模擬投票の様子

平成29年の衆議院議員選挙において、山形県全体と10代の投票率が全国１位となり、
10代でも特に18歳の投票率（58.28%）が高くなっています。山形東高等学校での模擬投票の様子

寒河江市　定数2、西村山郡　定数2　⇒　寒河江市・西村山郡　定数3
長 井 市　定数1、西置賜郡　定数1　⇒　長井市・西置賜郡　定数2

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

2県議会やまがた ฏ��ʢ����ʣ��݄ൃߦ



鳥
獣
保
護
と
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲 

促
進

　
第
1�
次
鳥
獣
保
護
管
理
事
業

計
画
に
基
づ
く
野
生
鳥
獣
の
具
体

的
な
保
護
管
理
と
は
。

　
鳥
獣
保
護
に
つ
い
て
は
、
狩

猟
が
禁
止
さ
れ
る
鳥
獣
保
護
区
等

の
指
定
や
鳥
獣
保
護
管
理
員
に
よ

る
巡
回
等
の
保
護
対
策
を
行
う
。

狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
促
進
に
つ
い
て

は
、
農
林
業
等
被
害
の
原
因
と
な

る
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
に
限
り
狩
猟
可
能
と

し
、
そ
れ
以
外
の
鳥
獣
の
狩
猟
を

禁
止
す
る
「
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
禁
止

区
域
」
を
東
北
で
初
め
て
設
定
し
、

被
害
拡
大
の
抑
制
を
図
る
。

ࣗ༝ຽओౘ
ौؒՂणඒ 議һ
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災
害
復
旧
と
合
わ
せ
た
改
良
工
事

　
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
河
川

施
設
の
災
害
復
旧
工
事
に
当
た
り
、

再
度
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、

原
形
復
旧
に
と
ど
ま
ら
ず
、
堤
防

の
か
さ
上
げ
な
ど
の
更
な
る
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
河
川
災
害
へ
の
対
応
と
し
て
、

被
災
箇
所
の
復
旧
に
加
え
、
同
程

度
の
洪
水
で
再
び
浸
水
被
害
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
、
上
下
流

で
河
川
断
面
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た

れ
て
い
な
い
箇
所
、
近
年
に
災
害

復
旧
し
た
が
再
度
被
災
し
た
箇
所

な
ど
、
原
形
復
旧
の
み
で
は
十
分

な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
河
川
の

更
な
る
整
備
を
進
め
て
い
く
。

製
材
業
の
振
興

　
県
産
木
材
の
利
用
拡
大
に
向

け
て
、
木
材
の
強
度
等
を
測
定
す

る
検
査
機
械
を
県
が
導
入
す
る
外
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
生
産
拡
大
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
。
今
後
、
製
材
業

を
ど
う
振
興
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
製
材
工
場
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取

得
を
促
進
す
る
た
め
、
国
庫
補
助

金
等
を
活
用
し
、
木
材
関
係
団
体

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
人
工
乾
燥

施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
検
査
機
械
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
関
係
団
体
等
の
様
々
な
声

を
聞
く
と
と
も
に
、
費
用
対
効
果

を
検
証
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

ࣗ༝ຽओౘ
୩ઋҰ 議һ
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さ
く
ら
ん
ぼ
新
品
種
「
山
形
Ｃ
12

号
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
み

　
山
形
Ｃ
1�
号
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
日
本
最
大
級
の
大
玉
の
山
形

Ｃ
1�
号
を
よ
り
有
利
に
販
売
す
る

た
め
の
対
策
と
し
て
、
統
一
し
た

品
質
基
準
を
満
た
す
果
実
の
み
を

販
売
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
独
自
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
作
製
や

Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
高
級
贈
答
に
対
応

し
た
商
品
開
発
な
ど
、
販
売
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
段
階
的
に
実
施
し

て
い
く
。
さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
圏

へ
の
輸
出
も
視
野
に
入
れ
、
実
証

実
験
を
重
ね
、
海
外
で
も
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く
。

農
林
大
学
校
の
専
門
職
大
学
化
の

検
討

　
専
門
職
大
学
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
設
置
あ
り
き
で
は
な
く
、

慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
専
門
職
大
学
は
、
生
産
面
は

も
と
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
経
営

力
の
習
得
や
県
内
の
農
林
業
及
び

関
連
業
界
で
求
め
ら
れ
る
人
材
の

育
成
、
卒
業
後
の
県
内
就
職
・
定

着
等
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
の
本

県
の
農
林
業
を
担
う
高
度
な
人
材

育
成
を
図
る
上
で
の
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
、
市
町
村
や
農
林
業
関

係
者
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

様
々
な
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
て

い
く
。

ຊڞ産ౘஂٞݝܗࢁ
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文
部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
重
点

方
策
を
踏
ま
え
た
取
組
み

　
平
成
�8
年
７
月
の
文
部
科
学

省
に
よ
る
不
登
校
に
関
す
る
調
査

研
究
協
力
者
会
議
か
ら
出
さ
れ
た

最
終
報
告
の
重
点
方
策
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
専
門
ス
タ
ッ
フ
の

派
遣
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多

様
な
教
育
環
境
の
確
保
等
、
市
町

村
教
育
委
員
会
の
取
組
み
を
支
援

し
て
き
た
が
、
い
わ
ゆ
る
適
応
指

導
教
室
に
つ
い
て
も
、
相
談
員
等

の
人
材
確
保
や
専
門
性
の
向
上
を

図
る
な
ど
、
機
能
強
化
に
つ
な
が

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

田
川
地
区
高
校
再
編
の
検
討
の
あ

り
方

　
平
成
��
年
10
月
に
高
校
再
編

整
備
計
画
の
第
２
次
計
画
案
が
示

さ
れ
た
が
、
生
徒
数
の
減
少
デ
ー

タ
の
状
況
や
義
務
教
育
へ
の
影
響

が
議
論
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
か
ら
、

説
明
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
再
編
計
画
の
必
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
推
計
値
を
示

し
公
表
時
点
で
の
最
新
デ
ー
タ
を

用
い
た
計
画
案
に
よ
り
説
明
し
て

き
た
。
周
辺
中
学
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
東
桜
学
館
中
学
に
お
け

る
実
績
も
踏
ま
え
、
入
学
定
員
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。
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公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
に
お

け
る
採
点
ミ
ス
の
再
発
防
止

　
平
成
30
年
７
月
に
教
育
委
員

会
が
策
定
し
た
採
点
ミ
ス
に
係
る

再
発
防
止
・
改
善
策
の
実
効
性
を

確
保
す
る
た
め
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
「
再
発
防
止
・
改
善
策
」
を

高
等
学
校
の
全
教
職
員
に
周
知
し

た
。
記
載
ミ
ス
が
生
じ
な
い
よ
う

な
解
答
用
紙
の
改
善
、
採
点
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
試
案
作
成
と
採
点
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
課
題
整

理
、
余
裕
の
あ
る
採
点
日
程
の
確

保
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
平
成
31

年
度
入
学
者
選
抜
が
適
正
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

県
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
の
推

進
方
策

　
障
害
者
雇
用
率
が
法
定
雇
用

率
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
一
層
の
障
が
い
者
雇
用
の
推

進
方
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今

後
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
現
在
、
正
職
員
の
身
体
障
が

い
者
特
別
枠
で
の
採
用
試
験
を
実

施
し
て
い
る
が
、
更
な
る
募
集
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
年
度
内
に

雇
用
期
間
が
終
了
す
る
非
常
勤
嘱

託
職
員
の
業
務
の
う
ち
、
障
が
い

者
が
従
事
可
能
な
業
務
の
掘
り
起

し
に
加
え
、
民
間
事
業
者
に
委
託

し
て
い
る
業
務
も
含
め
検
討
し
、

雇
用
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。
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地
震
発
生
時
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
安
全
確
保

　
公
共
の
場
所
以
外
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
危
険
箇
所
の
改
善
に
つ

い
て
、
県
が
先
頭
に
立
っ
て
進
め

る
べ
き
課
題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
県
内
に
お
い
て
、
所
有
者
等

に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
へ

の
支
援
を
現
在
７
市
町
村
で
実
施

し
て
お
り
、
来
年
度
は
更
に
1�
市

町
で
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
撤
去
へ
の
支
援
は
、
国
土

交
通
省
の
交
付
金
を
活
用
で
き
る

た
め
、
全
市
町
村
の
撤
去
事
業
を

県
の
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
に

位
置
付
け
、
県
内
全
域
で
活
用
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
冬
に
お
け
る
低
所
得
世
帯
等
の

灯
油
購
入
費
へ
の
支
援

　
今
冬
の
灯
油
購
入
費
へ
の
支

援
に
対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
平
成
��
年
度
は
、
市
町
村
が

住
民
税
非
課
税
の
高
齢
者
世
帯
等

を
対
象
に
灯
油
購
入
費
を
助
成
し

た
額
の
２
分
の
１
を
県
独
自
に
補

助
し
、
県
内
全
世
帯
の
約
１
割
に

当
た
る
約
４
万
５
千
世
帯
が
対
象

と
な
っ
た
。
平
成
30
年
度
も
灯
油

価
格
が
値
上
が
り
傾
向
に
あ
り
、

灯
油
代
の
負
担
が
大
き
い
と
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
低
所
得
世
帯
等
を

対
象
と
し
た
灯
油
購
入
助
成
を
行

う
市
町
村
へ
の
支
援
を
、
今
年
度

も
実
施
し
て
い
く
。
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県
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の 

向
上

　
県
際
収
支
の
改
善
に
向
け
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）

の
活
用
な
ど
、
県
内
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
を
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ

て
い
く
の
か
。

　
県
内
企
業
等
に
限
定
し
た
利

子
補
助
制
度
の
整
備
や
中
小
水
力

発
電
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催

し
、
県
内
事
業
者
に
よ
る
再
エ
ネ

関
連
事
業
の
拡
大
や
新
規
参
入
を

促
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
取
組
み
を

通
し
て
、
産
業
の
振
興
や
地
域
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
本
県

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
。

清
河
八
郎
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

取
組
み

　
清
河
八
郎
を
県
民
や
国
民
に

幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取

組
み
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
生
誕
地
の
庄
内
町
で
は
、
大

河
ド
ラ
マ
の
誘
致
を
は
じ
め
、
清

河
八
郎
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当

て
る
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
等
で
発
信
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
広
報
媒
体
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

観
光
な
ど
各
分
野
の
発
信
ツ
ー
ル

を
活
用
し
な
が
ら
、
山
形
が
誇
る

幕
末
の
偉
人
を
広
く
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
地
元
の
取
組
み
の
後

押
し
を
し
て
い
く
。

　本県と宮城県の一層の発展と交流拡大を図るため、平成18年に「宮城県議会・
山形県議会交流議員連盟」が設立され、毎年、両県が連携して取り組むべき諸
課題に関する調査研究事業を行っています。
　今回は、９月13日、山形市内で開催し、講演会では、東北芸術工科大学准
教授（兼）広報部長の片岡英彦氏を講師に、「地域経済を活性化するコラボレー
ション広報戦略とは」と題して講演いただき、その後、両県の今後10年間の連
携に関する新たな基本構想である「未来を共に創る 新ＭＹハーモニープラン」
の説明を受け、引き続き、同プランの施策の４つの柱をテーマに分科会を開催
し、両県議員間で活発な意見交換を行いました。
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県議会は、年に４回（２月・６月・９月・12月）定例会を開催します。
「県議会やまがた」は、各定例会の概要等をお知らせします。

山　形
県議会

編  集
・

発  行
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山形県議会

府省との意見交換会を開催しました

産業振興対策・働き方改革特別委員会及び
県土強靭化・安全安心対策特別委員会が研修会を開催

活動団体等との意見交換を行いました活動団体等との意見交換を行いました

生徒・学生との意見
交換会を開催しました

　10月22日、東京都内で、本年度２回目となる府省との意見交換会を開催しました。
　この会は、県政の重要課題に関し、国の制度等への反映や新たな施策の方向性等を探るとともに、議会審議の充実や課題解決に資することを目的
として開催しており、関係府省の幹部を招き、議員16人が出席し、３分科会ごとに活発な議論を行いました。

　県議会では、県政課題に対応するテーマを調査・
審議する特別委員会を設置しています。
　調査・審議に専門的な知見を取り入れるため、産
業振興対策・働き方改革特別委員会は、10月２日
に「働き方改革につながるAI及びIoTについて」を
テーマに、山形大学大学院理工学研究科の田中陽一
郎教授に講演いただき、意見交換を行いました。
　また、県土強靭化・安全安心対策特別委員会は、
10月11日に「地域医療連携推進法人の設立目的と
事業計画について」をテーマに、山形県・酒田市病
院機構の栗谷義樹理事長に講演いただき、意見交換
を行いました。

　県議会では、生徒・学生の皆さんに県議会を
身近に感じてもらい、主権者としての政治参加
意識の醸成を図ることを目的に、県議会議員と
の意見交換会を開催しています。
　平成30年度は、第22号でお知らせした４校の
ほか、米沢東高等学校（９月４日）、山形東高等
学校（９月６日）、鶴岡東高等学校（９月10
日）、九里学園高等学校（９月19日）の生徒の
皆さんと意見交換を行いました。

　県民の皆さんの多様な意見を県政に反映する広聴機能を強化するため、常任委員会の現地調
査において意見交換を行いました。

産
業
振
興
対
策
・
働
き
方

改
革
特
別
委
員
会

県
土
強
靭
化
・
安
全
安
心

対
策
特
別
委
員
会

第 1分科会 第２分科会 第３分科会
■テーマ
結婚や出産、子育てなど若者の希望実現につ
ながる働き方改革について

■主な論点
　・子育て･介護と仕事の両立を促進するための

支援の充実
　・中小企業の働き方改革推進に向けた総合的

な支援

総務常任委員会
　10月18日、農業で住みます芸人の方 と々意見
交換を行いました。
　タレントが地域おこし協力隊員として、営農
活動や住民との交流を通じて地域活性化を図る
取組みについて説明を受け、農家の所得向上、
交流人口の拡大について意見を交わしました。

厚生環境常任委員会
　９月11日、山形市やよい町内会の方々と意見
交換を行いました。
　住民が役割を持ち、支え合いながら自分らし
く活躍できる地域コミュニティを育成する我が
事丸ごと地域推進事業の取組みについて説明を
受け、地域共生社会の実現について、意見を交
わしました。

■テーマ
中小企業の生産性向上に向けた総合的な支援
について
■主な論点
　・地域の中小企業が生産性向上に取組むため

の対策
　・地域の中小企業が今後も経営継続するため

の対策

■テーマ
災害に強い道路ネットワークの整備について
■主な論点
・高速道路・地域高規格道路等の整備推進
・高速道路等の整備効果を高める施策の推進
・雪寒指定道路の指定による雪寒事業の実施

米
沢
東
高
等
学
校

山
形
東
高
等
学
校

鶴
岡
東
高
等
学
校

九
里
学
園
高
等
学
校
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